
154 
 

厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

分担研究報告書 

 

がん医療情報提供・相談支援に関わる地域差と地域ニーズの検討 

 

研究分担者 調  憲   群馬大学大学院肝胆膵外科・教授  

 

研究要旨 

本研究の目的はがん患者への情報提供・相談支援体制を効率化するために不可欠な人材の

育成を通じて、相談支援・情報提供体制の在り方を考え療養を含めた地域情報づくりモデ

ル等を提案することである。がん対策推進基本計画の重要施策の一つである「がんに関す

る相談支援と情報提供」においては、相談支援センターの拡充などで進んではいるものの、

地方における患者の高齢独居者の増加の問題に対応すべき地域間格差や介護部門との連携

に関する詳細な情報は存在しない。群馬県は少子高齢化がすすんだ過疎の地域を抱えてお

り、全国の地方都市のモデル地区として有用と考えられる。地方においてはがん患者やそ

の家族はがん治療に関する情報はもちろんのこと介護や療養に関する情報提供が重要にな

ってくるものと考えられる。このような背景から院外にあって患者さんやその家族の声を

傾聴し、相談支援センターに繋ぐ役割のナビゲーターの重要性は今後も増していくものと

考える。本年度は、情報提供・相談支援のための人材育成に関する活動を行った。2015 年

に認定者が誕生して以来、全国の認定ナビゲーター（e-learning 修了）は 374 名、認定シ

ニアナビゲーター（コミュニケーションスキルセミナー、実地見学修了）は 79名認定され

た。本年度には調剤薬局の薬剤師を中心に認定者が急増しており、これらの人材が実際に

患者さんと面談し、相談支援センターに繋ぐ役割を果たしていけるよう環境を整備してい

くことで、結果としてがん患者さんへのきめの細かい情報提供・相談支援体制を確立する

ことが今後の重要な課題である。 

 

Ａ．研究目的 

1) 生活圏で異なる多様なニーズに対応し、

求められるものへと正確につなぐ＜地域完

結型情報提供・相談支援体制＞の確立を目

指す。その前提として必要とされる「がん

の情報提供や相談支援に関する地域のニー

ズや問題点」を明らかにする。とくに群馬

県は少子高齢化の進んだ過疎地域を抱えて

おり、その地域事情にそくしたがん医療に

関する情報の提供体制を構築する必要があ

る。 

2) 地域の情報提供・相談支援体制とこれを

補強する人材養成プログラムとを検証し、

地域ニーズの抽出に基づく相談支援・情報

提供体制の在り方、これを効率化する人材

の育成と介入モデル、介護・療養を含めた

地域情報提供モデル等を提案する。 
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Ｂ．研究方法 

がん医療ネットワークナビゲーター（以下、

がんナビと略す）養成プロジェクト（H26-

がん政策-一般-007）でモデル事業の対象県

である群馬県において、養成のためのシス

テム作りを模索し、さらに養成したがんナ

ビの活躍の場を提供できる体制を構築する。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究では介入試験は行わないが、モデ

ル事業における評価は疫学研究の対象にな

ると考えられ、「人を対象とする医学系研

究に関する倫理指針」を遵守してこれを行

う。 

 

Ｃ．研究結果 

1) 群馬県におけるがん情報提供・相談支援

に関わるがんナビの育成とフォローを行っ

た。現在、群馬県で資格をとったがんナビ

のメンバーとメールで連絡しあえる体制を

つくった。 

2)がんナビの制度委員長としてがんナビの

全国普及のために連絡を行った。2015 年に

認定者が誕生して以来、全国の認定ナビゲ

ーター（e-learning 修了）は 374 名、認定

シニアナビゲーター（コミュニケーション

スキルセミナー、実地見学修了）は 79 名認

定された。本年度には調剤薬局の薬剤師を

中心に認定者が急増している。 

癌治療学会におけるがんナビ養成のため

の多くの会議に出席し、意見を述べた。 

 

Ｄ．考察 

本研究の背景には、がん対策推進基本計

画の重要施策の一つである「がんに関する

相談支援と情報提供」は、がん相談支援セ

ンターの低い認知度、施設間や地域間格差

などにより十分に機能していないとされる

状況がある。現在のがん診療連携拠点病院

における情報提供・相談支援に関わる人員

配置の現実は年々高まるニーズに対応する

には不十分であり、がん拠点病院からの周

知活動にも限界がある。さらに群馬県にお

ける少子高齢化のすすんだ過疎地域ではが

ん患者の高齢化や独居など、特有の問題を

抱えているものと考えられる。がん拠点病

院からの物理的な距離のみならず、独居の

高齢者や介護を要する高齢がん患者が適切

な情報を得て、適切な福祉を享受すること

は容易ではない。 

前年度に行われたアンケート調査では群

馬県では居住介護支援事業所・ケアセンタ

ーからの回答が多く、この割合は全体や他

の都道府県に比べても際立って高いもので

あった。前述のごとく、がん患者の高齢化

や独居などの問題を抱える群馬県では、居

住介護支援事業所・ケアセンターなどが、

対応している可能性がある。さらにその情

報提供のニーズの解析からがん患者の看取

りの時期の支援のニーズが感じられる。 

 居住介護支援事業所・ケアセンターはが

ん患者に特化した施設ではなく、がん患者

は通常の要介護の患者の中で介護を受けて

いるもの推察される。したがって、今後が

ん診療連携拠点病院をはじめとした癌治療

を行っている病院施設と居住介護支援事業

所・ケアセンターなどとの連携が十分に行

われているかを検証する必要がある。この

ような社会的背景の中で市井にあって活動

を行うナビゲーターは重要な役割を担いう

る。 
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 一方、群馬県のナビゲーターに対するヒ

アリングも行った。活動の場がないこと、

ナビの社会的な認知度が低いために活動を

行うことの困難についての意見があった。 

適切ながんに関する情報を入手すること

を円滑に行うためには、市井にあってがん

の情報提供や相談支援への手助けができる

人材の育成が急務であり、この点に本研究

の最大の意義がある。そのための活動は、

地域間の大きな実情の差を考慮しながらも、

全国展開をしていかなければならない。 

 がんの情報を適切に提供する上で、それ

ぞれの地域に根差した活動が必要なことは

論を待たない。群馬県のアンケートやイン

タヴューによって、群馬県におけるがんの

情報がどこで求められているのか、さらに

連携を強化すべきところが明らかになって

きた。 

 群馬県で育成したがんナビが群馬県で意

義ある連携の活動ができるようさらに活動

をすすめる予定である。 

 

Ｅ．結論 

本研究の目的を達するためには、人材の

育成とともにがん診療連携拠点病院との

密接な連携が必要である。認定ナビゲータ

ーはここにきてその数は急速に増加して

いる。これらの人材を有効に活用し、がん

患者さんへの情報提供・支援に結びつける

社会活動とするためには、社会的な認知度

の向上、がん診療拠点病院へのアピールな

どの努力が必要である。地道な作業であっ

ても、がん対策推進基本計画の達成のため

には、本研究のような活動は継続していく

必要があると考える。 
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